
ʮ撮Εるʯ，ʮಡΊるʯがより֬実に！
医院全体の診断力をఈ上͛する，ʮパノラマຊʯのܾఆ൛がついにొ場！

患者さんの位置づけの全体

正中と前後を正面から見て
合わせる．

下顎を装置（チンレスト）に
確実にくっつける．

手でしっかりとアームを
保持し，上半身を支える．

患者さんの足を一定の位置に置くため，
足の形のシールを使って撮影する．1

2

3

4

　パノラマ撮影装置は，患者さんの

顎全体を一度に撮影するために，特

別な動きをするエックス線装置で

す．エックス線源（管）とカセッテホ

ルダーが同時に対向方向へ動くこと

により，頭部全体の状態を広範囲に

撮影することができます．

　装置はつねに一定の速度で動くの

ではなく，撮影部位に応じて速度を

調整しながら動作します．たとえ

ば，前歯部では速度が速く，臼歯部

では遅くなるように設計されていま

す．これは，前歯部は撮影対象が狭

く短時間で撮影できるのに対し，臼

歯部ではより広い範囲の情報を必要

とするためです．

　また，ヘッドサポートを含めた患

者さんの固定を確実に行うことも重

要です．撮影中に患者さんの位置が

ズレてしまうと，画像がぼやけたり

歪んだりする原因となるため，頭部

の固定は非常に重要な役割を果たし

ます．これにより，患者さんが適切

な位置で静止でき，撮影の精度が高

まります．

　当院では，①足の位置をしっかり

と決める，②手でアームを保持す

る，③装置（チンレスト）に顎を置い

て患者さんを上下顎の位置関係が動

かない姿勢をつくる，という手順で

撮影を行っています（図3，4）．さら

に，正中線と前後の位置を合わせ

て，フランクフルト平面（図5）と正

中が一致するようにビームを合わせ

ます．これらの手順により，患者さ

んの位置づけが確実となり，安定し

た画像の撮影が可能になります．

パノラマ撮影装置の動きを知ろう！3-2

図3　パノラマ撮影のポイント．うまく撮影するポイントとして，それぞれのステップを患者さんとともに確認しながら位置付
けを進めることが挙げられます．本図は①〜④までステップがありますが，これらをなるべく早く行って患者さんを固定しま
す．＊参考文献2より転載

■パノラマを正確に撮影するための患者さんの位置づけ

3-2 パノラマ撮影装置の動きを知ろう！
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図4　パノラマ撮影の手順をまとめました．動画でも解説していますので，要チェックです！

■パノラマの撮影手順

1．患者さんの準備

①撮影の意味を簡単に説明し，患者さんの不安を取り
除く．

②装飾品や義歯，取り外し可能な金属物を外す．

③防護衣を装着する．

→背中からエックス線が照射されるので，必要な場合
は背中側に防護衣をかける．

→パノラマの撮影では首から下の被曝はほとんどない
ことから，防護衣は不必要との考え方もあり，装着し
ない場合もある．

④背筋を伸ばし，正しい姿勢で立位，または座位をと
る．

2．頭位の設定

①垂直を保ち，正中矢状面をまっすぐに合わせ，左右
の傾きを防ぐ．

②フランクフルト平面と床を平行に合わせる．

③咬合平面はやや前に下がるように調整する．

→断層域を意識した前後的位置付けが重要．

3．咬合位置の設定

①バイトブロックを上下切歯で軽く噛ませて切歯を安
定させる

→欠損などの原因から噛むことが困難な場合，ガーゼ
やロールワッテにて咬合させる．

→咬合させる場合には咬頭嵌合位にて行う．

4．実際の撮影

①撮影時間中（約10秒）動かないように声かけを行う．

5．撮影後の確認

①上下顎が均等に描出されているのか確認する．

②顔の上下左右差がなく，歯列弓が中央に位置してい
るかを確認する．

＼ CHECK！／

●●

耳珠点（tragion）

眼窩下点（orbitale）

■パノラマをうまく撮影できるように，フランクフルト平面について知っておこう！

図5　フランクフルト平面は，右側，もしくは左側の眼窩下点（orbitale）と左右の耳珠点（tragion）の3点で構成されます．＊参考
文献3より引用・改変
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ㅡパノラマで診るときのポイント――智歯編

◆智歯の有無・萌出方向・埋伏状態を確認：水平埋伏，垂直埋伏，近心傾斜，遠心傾斜などの方向を把握します（Winter

分類〔54ページ・図27〕参照）．

◆第二大臼歯との位置関係を評価：智歯が第二大臼歯に近接してリスク（圧迫，う蝕など）があるかを確認します．

◆下顎管（下歯槽神経）との位置関係を確認：下顎管に近接・交差していないかを確認（54ページ・図28参照）します．神

経麻痺リスクの判断に重要です．

◆智歯の埋伏位置と深さを評価：Pell and Gregory分類（54ページ・図26参照）で第二大臼歯遠心面から下顎枝前縁ま

での距離（classⅠ～Ⅲ）と垂直的位置（position A～C）を確認します．

■智歯①――8 8水平埋伏・近心傾斜

■智歯②――8 8，8 8抜歯後・7歯肉縁下う蝕

EX-C 特別付録：パノラマ早見表
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◆周囲骨・歯根の形態や病変の有無をチェック：智歯周囲の透過像（嚢胞や骨吸収など）を確認します．

◆歯冠部のう蝕や歯周ポケットの有無を観察：智歯や第二大臼歯遠心面のう蝕・骨吸収はパノラマで早期に気づける

ポイントです．

◆上顎智歯では上顎洞との位置関係を確認：歯根が洞底に近接・突出していないかを評価します．

◆リスク評価は複数の要素で総合的に行う：Pell and Gregory分類＋Winter分類＋下顎管（下歯槽神経）との位置関係

（CBCT併用が理想）を確認します．

■智歯③――8 8，8 8抜歯後

■智歯③――8 8埋伏なし・垂直，8 水平埋伏・近心傾斜，8埋伏・遠心傾斜

パノラマ診断　パーフェクトガイド
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■パノラマの撮影手順

1．患者さんの準備1．患者さんの準備

①撮影の意味を簡単に説明し，患者さんの不安を取り①撮影の意味を簡単に説明し，患者さんの不安を取り
除く．除く．

②装飾品や義歯，取り外し可能な金属物を外す．②装飾品や義歯，取り外し可能な金属物を外す．

③防護衣を装着する．③防護衣を装着する．

→背中からエックス線が照射されるので，必要な場合→背中からエックス線が照射されるので，必要な場合
は背中側に防護衣をかける．は背中側に防護衣をかける．

→パノラマの撮影では首から下の被曝はほとんどない→パノラマの撮影では首から下の被曝はほとんどない
ことから，防護衣は不必要との考え方もあり，装着しことから，防護衣は不必要との考え方もあり，装着し
ない場合もある．ない場合もある．

④背筋を伸ばし，正しい姿勢で立位，または座位をと④背筋を伸ばし，正しい姿勢で立位，または座位をと

3．咬合位置の設定3．咬合位置の設定

①バイトブロックを上下切歯で軽く噛ませて切歯を安①バイトブロックを上下切歯で軽く噛ませて切歯を安
定させる定させる

→欠損などの原因から噛むことが困難な場合，ガーゼ→欠損などの原因から噛むことが困難な場合，ガーゼ
やロールワッテにて咬合させる．やロールワッテにて咬合させる．

→咬合させる場合には咬頭嵌合位にて行う．→咬合させる場合には咬頭嵌合位にて行う．

4．実際の撮影4．実際の撮影

①撮影時間中（約10秒）動かないように声かけを行う．①撮影時間中（約10秒）動かないように声かけを行う．

5．撮影後の確認5．撮影後の確認
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図3　パノラマ撮影のポイント．うまく撮影するポイントとして，それぞれのステップを患者さんとともに確認しながら位置付
けを進めることが挙げられます．本図は①〜④までステップがありますが，これらをなるべく早く行って患者さんを固定しま
す．＊参考文献2より転載
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上手に撮影できる

コツ・読影のポイントを

多਺ࡌܝ！

113

特ผ෇࿥を活用して

読影の経ݧ஋Ξップ！

本書のココがポイント！①

Ө͔Β਍அ·ͰΛҰ؏ֶͯ͠΂·͢ʂࡱ

　パノラマを単なる検ࠪ画像ではなく，「撮影原理の理解 ˠ 正
֬なポジショニング ˠ 正常像の೺Ѳ ˠ 異常の検出 ˠ ࣍の検
ࠪ・治療判断」というҰ࿈のプロセスとして体系Խしています．
　そのため，「なͥこの像になるのか」，「なͥここが読めないの
か」が理࿦と実践の྆面から理解できます

本書のココがポイント！②

ϙΠϯτΛ໢ཏʂ༺׆ɾ਍அ࣌ͷࠪݕ

$)"15&3� û ɼ üでは，パノラマを用いた 1 歯単位・歯列単
位の診断のポイントをࡌܝ．どこでデンタルやCBCTを用いれ͹
࿙れのない診断をできるかについても詳ࡉに解説しています．
　また$)"15&3� ýでは，症例をと͓して初診時に診るべき部
位や治療計画立Ҋ，患者説明までを見ਾえた活用法をࡌܝ！

本書のココがポイント！③

ಡӨྗ͕͞Βʹ஁͑ΒΕΔಛผ෇࿥ʂ

　本ॻでは，正常像と解๤学的構造を整理し，そこから異常像
をൺֱ・検出するというԦಓの読影トϨーニングをॏ視！　
　 さ ら に， 症 例 ϕ ー ス の パ ノ ラ マ が$)"15&3� ý と&9�
$)"15&3に多਺ࡌܝされて͓り，読影の「経ݧ஋」をࢽ面上で
ੵみ上͛られる点が，ྨॻにはないڧみです．

　パノラマエックス線写真の撮影原理から，撮影のための正֬
な位置づけ，異常像の見分け方，さらに診断・治療計画・患者
説明への活用までを体系的に解説した実践ॻ！　
　デンタルやCBCTとの使い分け（補׬）もていねいに整理され，
初診からϝインテφンスまで，Ұ؏した診療の質を高めるため
の視点が身につきます．異常像と読影のポイントをまとめた特
ผ෇࿥もऩ࿥！　診断力を高めたい歯科医療ैࣄ者に必ܞの 1
！です࡭

相宮秀俊・著

パノラマ診断
パーフェクトガイド

νΣΞαイυですぐ役立つ！　撮影ɾಡ影テクニック
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CONTENTS

CHAPTER 1 では，歯科診療に欠かせないエックス線撮影法
の基礎を整理しながら， パノラマの役割と有用性を詳しく解説！
　パノラマを「すぺての治療の交差点」と位置づけ，初診から治
療計画，経過観察さらには患者説明や院内スタッフ間の情報共
有に至るまで，診療のどの場面で有用かを紹介！ パノラマを用
いながらのコンサルテーションの実例など，院内の運用例を交
え，診断力向上とチーム医療の質を高めるための実践的な指針
を提示しています．

CHAPTER 1
パノラマとは？

　CHAPTER 2 では，パノラマの撮影原理とその見え方を基礎
からわかりやすく解説！ 「パノラマ」とは何かという説明から始
まり，その撮影の仕組みや装置の構造，断層域の特徴などを図
や身近な例を交えてていねいに説明．前歯部の撮影が難しい理
由や，診断精度を高めるための工夫にも触れています．
　パノラマの撮影を正しく理解し，臨床で活用するための実践
的な知識が身につく内容となっています．

CHAPTER 2
パノラマの撮影原理と見え方

　CHAPTER 3 では，パノラマ撮影の基本から臨床応用までを
体系的に解説！　正常像の理解を出発点に，患者さんの位置づ
けや撮影装置の動き，ジグの使用することの有効性や逆に使用
しないほうが良い場面など，精度の高い画像を得るための具体
的な方法を詳述しています．
　さらに，前歯部や臼歯部での写り方の違い，正放線投影・偏
心投影の原理，読影時の注意点にも触れ，診断精度を高める実
践的知識を網羅しています．

CHAPTER 3
撮影原理からひも解く　
パノラマ撮影時のポイント 　CHAPTER 4 では，パノラマを用いてう蝕，歯周病，智歯，

さらに日常臨床で遭遇する口腔外科疾患まで幅広く診断できる
ようになるための基礎と実践的ポイントを解説！　パノラマの
撮影原理や見え方を押さえたうえで，各疾患の読影のポイント
を網羅し，パノラマを上手に活用するコツを，豊富な症例と図
版を用いて整理しています．
　また，デンタルやCBCTとの併用が必要となる場面も具体的に
示し，含歯性嚢胞，鼻口蓋管嚢胞，唾石症など，口腔外科領域
の異常所見を見逃さないための視点も盛りこみ，異常所見に対
する診断精度向上につながる知識が身につきます．

CHAPTER 4
パノラマで診る！　 1歯単位の診断

　CHAPTER 5 では，パノラマを用いて骨格性不正咬合，叢生
と空隙歯列，顎関節，骨粗総症（皮質骨）といった，歯列単位の
診断ができるようになるための基礎と実践的ポイントを解説！ 
パノラマから読み取ることができる骨格性不正咬合や叢生・空
隙歯列の特徴，咬合診断のチェック項目，顔面タイプのスクリー
ニング方法とパノラマ・セファロの使い分け，顎関節の読み方
と評価の限界など，日常臨床ですぐに役立つ視点が，農富な図
版とともに体系的に示されています．
　CHAPTER 4 と併せて読んで，パノラマを“全体像をつかむ診
断ツール＂として最大限活用しましょう！

CHAPTER 5
パノラマで診る！　歯列単位の診断

　CHAPTER 6 は，パノラマを軸に，補綴治療・矯正治療・根
管治療・智歯抜歯など，幅広い臨床領域を症例ペースで「初診時
にはまずどこを診るべきか？ 」，「治療計画への活かし方は？」
を体系的に学ぺる構成となっています．
　初診から資料採得，診断，治療計画，実際の治療，治療後ま
での流れを，パノラマを中心に口腔内写真やデンタル，CBCTな
ど必要な資料を組み合わせて多角的に検討し，読影判断が治療
戦略にどのようにつながるかを具体的に理解できる構成となっ
ています．

CHAPTER 6
症例をとおして診る！　
パノラマの活用方法
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